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ついて検討した．第 2 章では，コークスの強度に影響を及ぼす因子に関する既往の文献についてまとめた．第 3
章では，ソリューションロス反応（C+CO2→2CO）によるコークス強度の低下に着目し，コークス強度の支配因
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コークスの強度に大きな影響を及ぼす気孔の形成過程について，底面加熱炉およびフォーカス X 線 CT を用
いた実験手法により調査した．本手法は，底面加熱炉を用いて石炭充填層試料を加熱し，試料上部が350 °C，試




































































定，底面加熱炉およびフォーカス X 線 CT を用いたコークスの気孔の形成過程の観察などの各種実験手法を用
いて，コークス強度の支配因子と気孔の形成過程に関して検討した．ソリューションロス反応によるコークス強
度の低下は，反応による気孔の変化が主要因子であることを明らかにした．また，気孔の形成過程は，４つの段
階に分類され，石炭の軟化溶融およびガス圧によって，気孔率，気孔数密度，気孔径が変化することを明らかに
した．また，添加物によって気孔の形成過程が低温から進行し，気孔の形状が改善されることを示した．さらに，
添加物中のコークス強度の増加に寄与する有効成分について明らかにした． 
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